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Ⅰ
企
画
者
の
気
概

「『
三
つ
の
祖
国
』
に
生
き
る
越
境
者
」
は
、
華
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
を

並
べ
た
企
画
で
あ
る
。
地
域
研
究
は
、
対
象
と
す
る
地
域
の
個
性
を

叙
述
す
る
と
同
時
に
、
他
の
地
域
に
も
共
通
す
る
よ
う
な
地
域
横
断

的
な
普
遍
性
を
さ
ぐ
る
学
問
で
あ
る
。
華
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
を
並
べ
た

と
こ
ろ
に
、
企
画
責
任
者
の
篠
崎
香
織
氏
の
気
概
が
感
じ
ら
れ
た
。

本
特
集
の
各
論
文
の
完
成
度
は
高
く
、
読
み
応
え
が
あ
る
。
評
者

は
北
論
文
を
読
ん
で
は
じ
め
て
、
か
つ
て
推
薦
状
を
書
い
た
こ
と
の

あ
る
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
の
由
来
を
知
り
、
大
学
関
係
者
が
「
ユ
ダ

ヤ
人
の
た
め
の
大
学
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で

さ
え
、
か
つ
て
ユ
ダ
ヤ
人
学
生
の
入
学
制
限
が
非
公
式
に
あ
っ
た
こ

と
を
知
っ
た
。
各
論
文
す
べ
て
が
対
象
の
奥
深
く
ま
で
掘
り
下
げ
た

力
作
揃
い
で
あ
っ
た
。

一
般
に
、
越
境
者
の
研
究
は
、
出
身
地
と
受
け
入
れ
先
の
双
方
を

視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
言
う
は
易
く
行
う
は
難

し
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ペ
ナ
ン
の
華
人
を
と
り
あ
げ
た
篠
崎
氏

は
、
英
語
と
中
国
語
の
資
料
を
使
う
ほ
か
、
行
間
か
ら
マ
レ
ー
語
に

堪
能
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
オ
ラ
ン
ダ
在
住
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
出
身
の
華
人
を
と
り
あ
げ
た
北
村
氏
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
と
英

語
で
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
献
も
使
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
言
語
的
な
ス
キ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
論
文
が
華
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
研
究
と
し
て
評

価
さ
れ
う
る
こ
と
を
担
保
し
て
い
る
。
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一
方
、
村
岡
論
文
と
北
論
文
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
研
究
へ
の
造
詣
の
深

さ
を
感
じ
さ
せ
た
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
の
造
詣
も
あ

る
両
氏
の
研
究
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
研

究
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
ユ
ダ
ヤ
人
研
究
」
と
し
て
も
評
価
さ

れ
う
る
深
み
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
奈
倉
氏
は
こ
れ
ま
で
厦
門
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
帰
国
華
僑

に
つ
い
て
精
力
的
に
研
究
し
て
き
た
が
、
本
特
集
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

か
ら
の
帰
国
華
僑
に
挑
戦
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
イ
ー
の
出
身
地
で

あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
現
地
調
査
を
実
施
し
、
東
南
ア
ジ
ア
研
究
的
要

素
を
も
り
こ
ん
だ
。

評
者
は
こ
れ
ま
で
香
港
の
政
治
発
展
と
社
会
変
化
に
つ
い
て
、
一

九
八
〇
年
代
以
降
の
各
種
選
挙
を
中
心
に
論
稿
を
発
表
し
て
き
た
。

二
〇
〇
九
年
に
、
広
東
の
関
元
昌
一
族
の
リ
ユ
ニ
オ
ン
に
参
加
し
て

以
降
、
香
港
を
起
点
と
す
る
移
民
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

も
論
稿
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
下
、
華
人
研
究
を
中
心

に
、
自
分
な
り
に
本
特
集
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。

Ⅱ
「
祖
国
」
と
「
ホ
ー
ム
」

特
集
の
企
画
者
で
あ
る
篠
崎
氏
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
研
究
は
越
境

前
の
国
家
と
越
境
後
の
国
家
と
い
う
二
つ
の
軸
を
設
定
し
、
そ
の
間

で
越
境
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
と
ら
え
て
き
た
と
い
う
。
こ
れ

に
対
し
て
、
篠
崎
氏
は
二
項
対
立
で
は
越
境
者
の
多
面
的
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
十
分
に
解
明
で
き
な
い
と
し
て
、「
ル
ー
ツ
の
祖

国
」「
暮
ら
し
の
祖
国
」「
理
念
の
祖
国
」
と
い
う
「
三
つ
の
祖
国
」

と
い
う
枠
組
み
を
導
入
し
た
（
一
三
一
頁
）。
ま
た
、
篠
崎
氏
は
、

越
境
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
時
期
や
置
か
れ
た
環
境
に
よ
っ
て

変
化
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
際
に
越
境
者
が
よ
り
よ
い
人
生
を
歩
む

た
め
に
戦
略
的
な
選
択
を
す
る
こ
と
を
、
強
調
し
て
い
る
。

「
三
つ
の
祖
国
」
と
い
う
枠
組
み
は
、
変
化
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
巧
み
に
と
ら
え
て
い
る
。
評
者
は
越
境
者
と
国
家
と
の
関
係

を
重
視
す
る
と
い
う
理
由
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
に
せ
よ
、「
祖

国
」
と
い
う
用
語
に
は
や
や
違
和
感
を
覚
え
た
。
評
者
が
フ
ィ
ー
ル

ド
と
す
る
香
港
は
、
中
国
大
陸
か
ら
の
移
民
社
会
で
あ
っ
た
。
と
り

わ
け
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、「
中
国
」
を
ど
の
よ
う
に
認
識

す
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
中
国
」
と
ど
の
よ
う
に
つ
き
あ
う
の
か

が
、
人
々
に
と
っ
て
重
要
な
思
想
的
課
題
で
あ
っ
た
。「
祖
国
」
で

あ
る
「
中
国
」
か
ら
意
識
的
に
せ
よ
、
無
意
識
的
に
せ
よ
移
動
し
て

き
た
人
々
に
と
っ
て
、「
祖
国
」
と
い
う
用
語
そ
の
も
の
が
、
政
治

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
あ
り
方
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。

本
特
集
で
も
、
奈
倉
論
文
は
「
祖
国
」
で
は
な
く
「
ホ
ー
ム
」
を
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使
用
し
て
い
る
。
奈
倉
氏
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
国
家
の
み
を
基

準
に
考
え
て
い
な
い
と
述
べ
、「
祖
国
」「
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
」「
ホ
ー

ム
」「
故
郷
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
論
文
で
も

「
社
会
的
正
義
」
を
実
現
す
る
た
め
の
「
基
地
」
と
い
う
意
味
で

「
ホ
ー
ム
」
を
使
っ
て
い
る
。
評
者
は
、「
ホ
ー
ム
」
は
「
祖
国
」
と

並
ぶ
重
要
な
概
念
で
あ
る
と
思
う
が
、
残
念
な
が
ら
、
本
特
集
で
は

「
ホ
ー
ム
」
に
つ
い
て
、
リ
ー
ド
文
で
明
確
な
説
明
が
付
さ
れ
て
い

な
い
。
奈
倉
論
文
の
冒
頭
で
概
念
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

や
は
り
特
集
の
冒
頭
の
リ
ー
ド
文
で
整
理
が
あ
っ
た
方
が
読
者
に
は

親
切
で
あ
っ
た
。

ま
た
、「
三
つ
の
祖
国
」
が
あ
ら
わ
れ
る
背
景
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人

や
華
人
の
も
と
も
と
の
居
住
国
／
地
や
、
移
民
先
の
ア
メ
リ
カ
や
東

南
ア
ジ
ア
の
地
域
事
情
の
変
化
が
影
響
し
て
い
る
。
自
身
が
議
論
し

て
い
る
地
域
に
つ
い
て
、
読
者
が
ど
の
程
度
の
知
見
が
あ
る
か
を
意

識
し
て
書
く
こ
と
で
、
読
者
の
論
文
へ
の
理
解
度
が
増
す
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
特
集
を
読
ん
で
、
評
者
自
身
、
東
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
の

知
見
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
。
奈
倉
論
文
や
北
村
論
文

で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
変
化
を
概
説
し
て
く

れ
て
い
た
の
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
篠
崎
論
文
で

は
、
ペ
ナ
ン
や
、
論
文
中
に
出
て
く
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
ラ
ヤ
が

示
さ
れ
た
地
図
や
、
ペ
ナ
ン
の
面
積
や
人
口
な
ど
ご
く
基
礎
的
な
説

明
が
欲
し
か
っ
た
。

細
か
な
こ
と
で
あ
る
が
、
評
者
は
論
文
が
日
本
語
で
書
か
れ
た
以

上
、
図
表
も
ま
ず
日
本
語
を
付
し
、
そ
の
次
に
原
語
を
付
け
加
え
る

と
い
う
形
が
よ
い
よ
う
に
思
う
。『
地
域
研
究
』
の
読
者
な
ら
ば
英

語
は
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
異
な
る
地
域
の
研
究
者
が
読

む
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
漢
字
を
使
う
中
国
語
も
で
き
る
だ
け
翻
訳
し

た
方
が
よ
い
と
思
う
。
奈
倉
論
文
で
は
、
図
表
に
英
語
や
中
国
語
の

原
語
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
て
気
に
な
っ
た
。「
閩
南
」（
二
〇
八

頁
）
は
、
そ
の
地
域
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
、
説
明
は
い
ら
な
い

が
、
は
た
し
て
す
べ
て
の
読
者
に
わ
か
る
単
語
で
あ
ろ
う
か
。

Ⅲ
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
変
化
と
日
本

現
在
の
日
本
に
視
点
を
移
せ
ば
、
華
人
研
究
は
、
自
分
た
ち
と
直

接
関
係
の
な
い
外
国
の
出
来
事
で
は
な
い
。
特
集
で
は
「
華
人
」
と

い
う
用
語
を
使
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
「
華
僑
」
と

い
う
用
語
が
一
般
に
使
わ
れ
る
。「
華
僑
」
と
「
華
人
」
を
区
別
す

る
指
標
と
し
て
、
し
ば
し
ば
国
籍
が
用
い
ら
れ
る
。「
華
僑
」
は
中

国
籍
を
保
持
す
る
が
、「
華
人
」
は
居
住
国
の
国
籍
を
有
す
る
。

「
僑
」
は
「
仮
住
ま
い
」
を
意
味
し
、
華
僑
は
中
国
文
化
を
保
持

し
、
外
国
に
居
住
す
る
「
中
国
人
」
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
持
た
れ

や
す
い
。

し
か
し
、
現
実
は
多
様
で
あ
る
。
プ
ロ
野
球
の
王
貞
治
氏
は
、
第

一
回
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
大
会
で
日
本
チ
ー

ム
の
監
督
で
あ
り
、
同
大
会
で
日
本
チ
ー
ム
は
優
勝
し
た
。
氏
は
ま

ぎ
れ
も
な
く
日
本
球
界
を
代
表
す
る
野
球
人
で
あ
る
が
、
日
本
生
ま

れ
の
中
華
民
国
籍
で
あ
る
。

さ
て
、
日
本
は
一
〇
年
一
日
の
ご
と
く
「
外
に
対
し
て
閉
鎖
的
な

社
会
」
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
変
化
は
起
き
て
い
る
。
日
本

に
お
け
る
外
来
者
由
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
は
、
在
日
韓
国
朝

鮮
系
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
、
多
く
の
人
は
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
外
国
人
登
録
者
数
を
見
て
い
く
と
、
二
〇
〇
七
年
に
在
日
中

国
籍
者
（
中
華
人
民
共
和
国
〔
中
国
〕
籍
者
と
中
華
民
国
〔
台
湾
〕

籍
者
の
合
計
）
が
在
日
韓
国
朝
鮮
籍
者
を
追
い
抜
い
た
。
こ
れ
は
二

つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
出
生
率
の
差
で
は
な
く
、
中
国
が
一
九
七
〇

年
代
末
、
改
革
と
開
放
の
時
代
へ
と
公
式
に
舵
を
切
っ
た
こ
と
で
、

中
国
人
の
海
外
出
国
ブ
ー
ム
が
再
度
訪
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
日
本
に
お
け
る
中
国
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
変

化
し
て
い
く
。
日
本
に
お
け
る
華
僑
華
人
は
、
歴
史
的
に
は
福
建
や

広
東
の
出
身
者
が
多
か
っ
た
が
、
八
〇
年
代
以
降
に
来
日
し
た
人
々

の
な
か
で
は
、
東
北
三
省
（
黒
龍
江
・
遼
寧
・
吉
林
の
三
省
）
や
北

京
、
上
海
な
ど
の
大
都
市
の
出
身
者
が
増
加
し
、
大
都
市
へ
の
集
住

傾
向
を
見
せ
た
。
東
京
都
で
は
二
〇
一
四
年
初
の
数
字
で
、
中
国
籍

者
数
は 

一
六
万
二
八
〇
九
人
を
数
え
た
。
こ
れ
は
東
京
都
で
は
一

〇
〇
人
に
一
人
以
上
が
中
国
籍
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
帰
化

や
国
際
結
婚
の
場
合
を
考
え
れ
ば
、
中
国
系
に
連
な
る
人
々
は
こ
の

数
字
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

読
者
の
方
々
に
は
、
特
集
を
読
む
と
き
に
、
こ
う
し
た
背
景
も
思

い
出
し
て
ほ
し
い
。

Ⅳ
さ
ま
ざ
ま
な
視
角

日
本
で
は
、
華
僑
華
人
は
「
横
浜
や
神
戸
の
中
華
街
に
住
む
」
と

い
う
存
在
で
は
な
く
な
り
、
日
本
社
会
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
横
浜
や
神
戸
、
長
崎
の
春
節
（
旧
正
月
）
の
行
事
は
、
華
僑
華

人
の
年
中
行
事
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
町
お
こ

し
の
一
環
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
王 

二
〇
〇
三
）。
東

京
都
内
の
祭
り
で
神
輿
の
担
ぎ
手
が
不
足
し
、
当
該
地
区
以
外
の
若

者
が
神
輿
を
担
ぐ
よ
う
に
、
中
国
獅
子
舞
の
演
者
に
は
留
学
生
や
日

本
人
も
参
加
し
、
多
文
化
共
生
的
な
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。

評
者
が
編
者
と
し
て
加
わ
っ
た
『
変
容
す
る
華
南
と
華
人
ネ
ッ
ト
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ワ
ー
ク
の
現
在
』（
谷
垣
ほ
か 

二
〇
一
四
）
で
も
、
越
境
者
の
問
題

が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
広
東
か
ら
世
界
各
地
に
分
散
し
た
関
元

昌
一
族
（
容 

二
〇
一
四
）、
華
南
か
ら
マ
ラ
ヤ
に
移
住
し
異
民
族
と

通
婚
し
た
二
つ
の
家
族
（
山
本 

二
〇
一
四
）、
マ
カ
オ
に
渡
っ
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
の
子
孫
と
い
う
出
自
、
も
し
く
は
「
ポ
ル
ト
ガ
リ
ダ
ー

デ
」
と
呼
ば
れ
る
精
神
性
を
有
す
る
マ
カ
エ
ン
セ
（
内
藤 

二
〇
一

四
）
を
と
り
あ
げ
た
三
つ
の
論
文
が
、
そ
う
で
あ
る
。
三
論
文
に
共

通
す
る
の
は
、
異
民
族
と
の
通
婚
に
よ
る
混
血
と
い
う
事
象
で
あ

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
人
の
移
動
が
加
速
す
る
現
在
、
異
な
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
人
々
が
出
会
い
、
新
た
な
家
庭
を
築
く
事
例
は

い
っ
そ
う
現
実
性
を
お
び
て
い
る
。

ま
た
、
越
境
者
が
い
か
に
老
年
期
を
過
ご
す
の
か
も
、
現
実
的
な

問
題
で
あ
ろ
う
。
海
外
の
香
港
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
い
ち
早
く
こ
の

問
題
に
直
面
し
て
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、
香
港
の
将
来
に

は
政
治
的
不
透
明
さ
が
つ
き
ま
と
い
、
香
港
か
ら
海
外
へ
の
移
民
は

絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
た
。
一
般
に
人
は
老
年
に
な
る
と
、
新
た
な

環
境
へ
の
適
応
力
が
少
な
く
な
り
、
幼
年
時
代
を
懐
か
し
む
よ
う
に

な
る
。
一
九
九
四
年
、
カ
ナ
ダ
で
は
人
生
の
最
後
の
場
面
で
、
尊
厳

を
持
っ
て
手
厚
い
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
頤
康
老
人
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
が
誕
生
し
て
い
る
（
谷
垣 

二
〇
一
〇
）。

「
海
水
の
い
た
る
と
こ
ろ
、
皆
華
僑
あ
り
」
と
い
う
言
い
方
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
華
僑
華
人
は
い
ち
早
く
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
存
在

で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
か
う
日
本
に
お
い
て
、「
移
民
」

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
華
僑
華

人
研
究
は
、
よ
り
よ
い
未
来
の
構
築
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
視
角
を

提
供
し
て
く
れ
そ
う
で
あ
る
。
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